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⑪
 
 
 

         

  

 
各

塔
に

つ
い

て
ひ

と
こ

と
 

 
①
 
以
前
は
門
前
の
大
沼
田
用
水
脇
に
あ
っ
た
。
 

 
②
 
角
柱
の
上
に
笠
石
が
置
か
れ
て
い
る
。
正
面
の
銘
文
は
「
百

番
供
養
塔
」。

右
側
面
に
は
「
石
橋
造
立
供
養
」
と
あ
る
。
 

 
③
 
角
柱
の
上
に
石
仏
が
載
っ
て
い
る
。
石
仏
は
風
化
が
進
む
。 

 
④
 
野
中
新
田
内
の
｢塞

ぎ
｣を

合
わ
せ
て
の
祈
願
か
。
 

 
⑤
 
上
の
③
左
側
に
並
ん
で
立
つ
。
個
人
が
造
立
し
た
も
の
。
 

 
⑥
 
高
さ
が

14
5c
m
と
市
内
で
は
最
も
大
き
い
。
玉
川
上
水
に
架

た
石
橋
の
供
養
塔
。
道
し
る
べ
や
方
位
塔
も
兼
ね
る
。
 

 
⑦
 
左
か
ら
馬
頭
観
音
塔
、
中
央
の
庚
申
塔
と
並
ん
で
立
つ
。
 

 
 

        

⑧
 
水
路
脇
に
ひ
っ
そ
り
立
つ
。
下
部
は
埋
ま
り
一
部
判
読
不
能
。 

 
⑨
 
付
近
が
最
近
開
発
さ
れ
、
環
境
が
大
き
く
変
化
す
る
。
 

 
⑩
 
庚
申
塔
と
｢橋

供
養
｣を

兼
ね
る
。
大
正
期
に
造
立
さ
れ
た
馬

頭
観
音
塔
と
並
ん
で
鈴
木
用
水
路
の
す
ぐ
脇
に
立
つ
。
 

 
⑪
 
現
在
は
小
金
井
市
内
の
「
江
戸
東
京
た
て
も
の
園
」
内
に
立

つ
が
、
元
は
小
平
村
内
の
野
中
新
田
か
鈴
木
新
田
に
あ
っ
た
。 

 

石
 橋

 供
 養

 塔
 と

 は
・
・
・

 

小
平
市
内
を
流
れ
る
玉
川
上
水
や
そ
の
分
水
路
の
橋
の
た
も

と
な
ど
に
今
で
も
石
橋
供
養
塔
が
残
る
。
何
れ
も
江
戸
後
期
に
建

て
ら
れ
た
も
の
で
、
一
部
は
道
路
・
水
路
の
拡
幅
や
改
修
に
伴
っ

て
移
設
さ
れ
て
い
る
も
の
も
あ
る
。
 

こ
れ
ら
の
石
橋
供
養
塔
は
木
橋
を
石
橋
に
架
け
替
え
た
時
や
、

新
た
に
石
橋
を
架
け
た
と
き
な
ど
に
記
念
碑
と
し
て
造
立
さ
れ

た
。
更
に
は
常
に
人
馬
に
踏
ま
れ
る
石
橋
が
、
長
持
ち
す
る
よ
う

に
祈
願
し
、
そ
れ
を
供
養
す
る
意
味
や
、
橋
を
渡
っ
て
村
内
に
疫

病
や
災
い
が
入
り
込
む
の
を
防
ぐ
「
塞
ぎ
」
の
意
味
も
あ
る
と
も

伝
え
ら
れ
る
。
こ
の
他
に
道
標
（
道
し
る
べ
）
を
兼
ね
る
も
の
も

見
ら
れ
る
。
ま
た
、
単
に
「
橋
供
養
」
と
い
っ
た
塔
も
あ
る
。
 

「
塞
ぎ
」
の
神
を
祀
っ
た
供
養
塔
に
は
二
ヶ
所
と
か
四
ヶ
所
供

養
塔
な
ど
と
あ
り
、
村
内
に
設
置
さ
れ
た
複
数
の
橋
に
対
し
そ
の

役
割
を
託
し
て
お
り
、
願
主
と
し
て
僧
侶
の
名
が
見
ら
れ
る
も
の

が
多
い
。
こ
の
他
に
、
六
十
六
部
供
養
塔
や
百
番
供
養
塔
、
馬
頭

観
音
や
庚
申
塔
な
ど
を
習
合
し
た
塔
も
見
ら
れ
る
。
 

市
内
に
残
る
供
養
塔
は
何
れ
も
石
柱
型
で
あ
る
が
他
の
地
域

で
は
自
然
石
型
や
石
仏
型
な
ど
も
見
ら
れ
る
。
 

個
人
が
建
立
し
た
も
の
も
あ
る
が
、
多
く
は
願
主
、
施
主
、
世

話
人
、
助
力
し
た
講
中
や
村
中
名
な
ど
関
係
者
の
名
が
刻
ま
れ
て

い
る
も
の
が
多
い
。
僧
侶
等
が
願
主
と
な
り
世
話
人
が
名
を
連
ね
、

講
や
村
民
が
助
力
し
て
建
立
し
た
も
の
と
思
え
る
。
 

豆
 
 
知

 
 
識

 

六
十

六
部

供
養

塔
と

百
番

供
養

塔
 

六
十

六
部

供
養

と
は

釈
迦

が
亡

く
な

っ
て

か
ら

５
６
億

７
０
０
０
年

後

に
弥

勒
菩

薩
が

現
れ

衆
生

を
救

っ
て

く
れ

る
と

き
ま

で
、

法
華

経
を

保
存

す
る

目
的

で
全

国
六

十
六

カ
所

の
霊

場
に

納
経

し
て

回
る

こ
と

を
い

う
。

江
戸

時
代

の
庶

民
の

間
に

念
仏

を
唱

え
な

が
ら

、
全

国
の

霊
場

を
巡

っ
て

法
華

経
を

各
所

で
奉

納
、
満

願
の

時
に

「六
十

六
部

供
養

塔
」や

「回
国

供
養

塔
」と

い
う
供

養
塔

を
建

て
た

。
 

百
番

供
養

塔
と

は
江

戸
時

代
に

、
西

国
三

十
三

ヶ
所

・坂
東

三
十

三
ヶ

所
・秩

父
三

十
四

ヶ
所

を
巡

礼
し

て
き

た
人

達
が

満
願

を
記

念

し
て

建
て

た
と

さ
れ

る
。

単
に

本
人

の
記

念
と

い
う
こ

と
で

は
な

く
、
自

ら
得

た
功

徳
を

他
者

に
も

施
す

と
い

う
意

味
も

あ
る

。
 

 

    

           

シ
リ
ー
ズ
 
玉
川
上
水
ワ
ン
ポ
イ
ン
ト
ガ
イ
ド

 

 
 

１
. 
玉
川
上
水
の
概
要
 
 
 
 
 
 ２

. 
玉
川
上
水
の
分
水
 

 
３
. 
玉
川
上
水
の
分
水
･小

平
編
  

 ４
. 
玉
川
上
水
と
小
平
周
辺
の
新
田
開
発
 

 
５
. 
玉
川
上
水
の
橋
 
 
 
 
 
 
 ６

. 
玉
川
上
水
の
水
車
 

 
７
. 
玉
川
上
水
の
通
船
･船

溜
り
  

 ８
. 
玉
川
上
水
の
樹
木
･野

草
･野

鳥
 

 
９
. 
玉
川
上
水
と
小
金
井
サ
ク
ラ
 
 1
0.
 玉

川
上
水
あ
れ
こ
れ
 

 
11
. 
玉
川
上
水
お
勧
め
散
歩
ガ
イ
ド
 

12
. 
玉
川
上
水
散
歩
ガ
イ
ド
 
玉
川
上
水
駅
か
ら
一
橋
学
園
駅
 

 
13
. 
玉
川
上
水
散
歩
ガ
イ
ド
 
一
橋
学
園
駅
か
ら
三
鷹
駅
 

  
14
. 
玉
川
上
水
散
歩
ガ
イ
ド
 
羽
村
駅
か
ら
拝
島
駅
 

 
15
. 
玉
川
上
水
散
歩
ガ
イ
ド
 
拝
島
駅
か
ら
玉
川
上
水
駅
 

 
16
. 
玉
川
上
水
散
歩
ガ
イ
ド
 
三
鷹
駅
か
ら
富
士
見
台
駅
 

 
17
. 
玉
川
上
水
散
歩
ガ
イ
ド
 
富
士
見
台
駅
か
ら
代
田
橋
駅
 

 
18
. 
玉
川
上
水
散
歩
ガ
イ
ド
 
代
田
橋
駅
か
ら
新
宿
御
苑
駅
 

 
19
. 
小
平
市
内
の
用
水
分
岐
水
門
・
分
岐
口
め
ぐ
り
 

    
    2
0.
 

20
. 

20
. 

20
. 
小
平
市
内

小
平
市
内

小
平
市
内

小
平
市
内
の ののの
石
橋
供
養
塔

石
橋
供
養
塔

石
橋
供
養
塔

石
橋
供
養
塔
め
ぐ
り

め
ぐ
り

め
ぐ
り

め
ぐ
り
    

  
  
 
20
07
.4

月
No
.1

か
ら
順
次
発
行
、
20
09
.4

月
No
.1
4
か
ら
順
次
発
行
 

 

発 発発発
    
行 行行行
 
 

 
 

 
 

 
 
小
平

小
平

小
平

小
平
・ ・・・
玉
川
上
水
再

玉
川
上
水
再

玉
川
上
水
再

玉
川
上
水
再
々々々々
発
見

発
見

発
見

発
見
の ののの
会 会会会
    

E EEE- ---
ma
il
  
  
ta
m

ma
il
  
  
ta
m

ma
il
  
  
ta
m

ma
il
  
  
ta
ma
ga
wa
sa
is
ai

ag
aw
as
ai
sa
i

ag
aw
as
ai
sa
i

ag
aw
as
ai
sa
i＠ ＠＠＠

ya
ho
o.
co
.j
p

ya
ho
o.
co
.j
p

ya
ho
o.
co
.j
p

ya
ho
o.
co
.j
p    

代 代代代
    
表 表表表
 
 
 

 
 
 

 
 
 

 
 
 
庄 庄庄庄
    
    
司 司司司
    
    
徳 徳徳徳
    
    
治 治治治
    

 
 
 

玉
川

上
水

ワ
ン

ポ
イ

ン
ト

ガ
イ

ド
 
N
o
.２

０
 

 
 
 

小
 平

 市
 内

 の
 石

 橋
 供

 養
 塔

 め
 ぐ

 り
 

用
水

路
脇

用
水

路
脇

用
水

路
脇

用
水

路
脇

に
ひ

っ
そ

り
に

ひ
っ

そ
り

に
ひ

っ
そ

り
に

ひ
っ

そ
り
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